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また『動物誌』第 I 巻第 1 章では、動物部分の同一性を 3 種に区分し、種あるいは形
相の同一性、類における（二次的性状の）過不足に差異のある同一性、異類間の（単
なる）類似としての同一性があるとした（486a14−b22）。つまり二次的性状はこのうち




































 自然学におけるアリストテレスの必然性は、『自然学』第 II 巻第 9 章、『動物部分
論』第 I 巻第 1 章で主に議論されている。これらの議論をもとに定式化すれば、アリ
ストテレスの必然性は以下の 3 つがあると考えられる（坂下 2005 による該当部訳注
および解説も参照せよ）。 
 
① 端的必然性（SN: simple necessity） 
無条件に、それでしかありえないというような必然性。 
「永遠なものども」に属する。つまり、天体の円運動など。 










ある②の HN に該当しそうだが、そうではない。というのも、HN には機能や目的が


























るので、①の SN であるとも考えられよう。しかし SN は「永遠なものどもに属す」
とされている以上、この選択肢も不合理である。したがって別の選択肢を模索する必




 Cooper (1987) によれば、アリストテレスは自然界に、目的なしの、「デモクリトス
のやり方」という物質的（material）必然を明らかに想定している。Cooper (1987) は
これを「デモクリトス的必然性（DN: Democritean necessity）」と呼び、その根拠と



























るが、Cooper (1987) はこの前者が DN にあたると指摘する（もちろん後者は強制に
よる必然性である）。したがって上で列挙したアリストテレスの必然性の区分では明
示されないものの、SN でも HN とも限らないもの、あるいはそれらの物理的基盤に
あるものとして、自然界における DN の存在が暗に了解されていると考えられる。そ
してそれは、物理的プロセスとしての自然 φύσις そのものを指しているとも捉えられ
るだろう（三浦 2008 も参照せよ）。 
 そこでアリストテレスの必然性論において DN の存在を認めるとすれば、二次的性
状は DN によるものと考えるのが妥当なように思える。それは Cooper (1987) が引用













































さにこの「石が落ちる」運動は、Cooper (1987) が DN であるとした『分析論後書』
第 II 巻第 11 章（T7）の「自然に沿った必然性」の具体例に合致する。 




















 本論文では、二次的性状 πάθημα が生じる原因について検討した。その結果、二次









（たとえば、739b28, 743b3−4, 16−18 など）。またこの二重性が実際に実現されるのは、

















かんに取沙汰されている（Love 2008; Brigandt 2015）。アリストテレスにおける多元
主義と目的論的説明の優位性は、このような動きとの類似性があるように著者には見
受けられる。 
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